
ごあいさつ

　皆さまには、日頃より大光銀行グループをお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　このたび、平成29年度中間期の決算状況や財務の状況などをまとめた中間期ディスクロージャー
誌を作成いたしましたので、ご案内申し上げます。ご高覧のうえ、当行に対する理解を一層深めて
いただければ幸いに存じます。
　さて、地域金融機関を取り巻く環境を展望しますと、少子高齢化に伴う人口減少により地域社
会・経済の縮小が懸念されているほか、他業態からの銀行業務への参入などにより、競合がますま
す激化することが予想されております。また、フィンテックに代表される金融とITの融合は加速
度的に進展しており、金融サービスのIT化に対する機動的かつ適切な対応は、金融機関の重要な
経営課題のひとつとなっております。加えて、新潟県内においては営業基盤を同じくする地方銀行
2行が経営統合に向けた動きを進めており、当行も含め新潟県内の金融機関を取り巻く経営環境は、
今後、大きな変化が予想されております。
　こうしたなか当行は、最終年度を迎えた第10次中期経営計画「Change～だから、変わる。～」
に基づいて徹底的に地域に密着する姿勢を貫き、お取引先企業の事業内容や成長可能性等を適切に
評価しサポートすることで、お取引先企業の競争力や生産性の向上、地域経済の持続的成長および
地方創生に積極的に貢献してまいります。そのうえで、当行自身の収益力の強化と営業基盤の拡充
を図り、地域になくてはならない銀行としての確固たる地位を築き上げてまいります。
　皆さまにおかれましては、引き続き倍旧のご支援、ご愛顧を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　平成30年1月
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●�本冊子は銀行法第21条に基づいて作成した中間ディスクロージャー資料
（業務及び財産の状況に関する説明書類）です。
●�本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切捨てのうえ表示
しております。

‌�たいこうの「地域密着宣言」	 ‌
　‌�私たちは、お客さまの身近なアドバイザーとして、

・「お客さま目線」で、全力で考えます。 ・お客さまからのご相談に素早くお応えします。
・お客さまに新鮮な気付きをお届けします。・お客さま一人ひとりに、いつも笑顔で心を込めて接します。




